
日本大学入学おめでとうございます 

大自然の中で発見する心の宇宙 

  四季折々、世界有数の自然を有する日本の山々。森の中で考え、星を眺

めて森羅万象を解き明かす。かつて偉大な哲学者や思想家、科学者たちは

そうしてきたに違いない。人生のほんの一時、混沌とした、退屈な日常から逃

れて自然の中で考え、仲間と語り合ってみよう。そして一生の親友を得よう。

山の本をたくさん読んでみるとさらに深みが増すはず。この瞬間をいかに輝

いたものにできるかどうか。身体だけではなく、内面を高め、２度とない青春

を悔いのないものにしよう。  

未知のフィールドを求め彷徨う 日日日大大大山山山岳岳岳部部部   の伝統 

 １９２４年（大正１３年）創部。明治生まれの人たちが創ったクラブなので当時

はずいぶん厳しかったと聞く。今はすっかり変わってしまってこれが体育会のク

ラブ？ と思えるほどソフトなムードで活動しているけど、やはり伝統の力はす

ごい。山は技術書にかかれているだけの小手先の技術で手に負えるものでは

ないし、ガイドブックで紹介されているだけの登山を計画してもつまらない。す

ばらしい登山の計画は先輩方が蓄積してきた経験と技術と自分達の感性でひ

とつひとつ築き上げていくものなんだ。とくに日大の特徴は未知の山。日本にも

こんなに静かで美しい場所があったのかと感動できる山をたくさん知っているクラブなんだ。もちろんフィールドは海外にもおよ

ぶ。日本人初の北極点到達（１９７８年）、エベレスト北東稜初登頂（１９９５年）は有名だ。他の運動部と違って、登山は一生か

かって作品を創り上げていく。 

アルピニストへの道 

地形図を見れば立体的に山の景色が見えてくる。天気図を見れば明日の行動を予

想できる。そして雪をいただいた山を見ていると冒険心が湧いてくる。それがアルピニス

トへと成長する一歩だ。情報が豊富になって事前に危険を知ることは容易になってきた

けど、自然の厳しさは変わらない。山に入る前には事前の勉強や準備が大切。みんな

で時には夜更けまで取り組むこともある。さらに若手ＯＢで構成されたコーチ会と監督と

が親身になって計画を検討。登山は身体づくりも大切。装備の進歩で昔に比べればず

いぶん荷物は軽くなっているけど、体力のあるなしで成否が決まってしまうことも多い。 

四季、山の空気を肌で感じて学ぶもの 

大学には登山サークルはいくつもあるけど、どうせやるなら山岳部だよ、絶対。夏は白馬岳で花の名前を覚えよう。雪渓が

消えると同時に一面のお花畑。そして黒部の沢に入って岩魚を釣ろう。登山技術がなければ入谷できない北アルプスの真ん

中だ。秋は紅葉の穂高で岩登り。やっとのおもいで稜線に這い上がればコケモモが実をつけている頃だ。口いっぱいにほおば

ってのどを潤そう。冬は剣岳をアタック。岩の殿堂、剣岳も冬は世界有数の豪雪地帯となる。苦しいラッセルも学生時代の楽し

い思いでに。春はやっぱり北海道。雄大な大雪山や知床半島で山スキーを楽しもう。深い新雪もなんのその。無垢の雪原でパ

ウダー散らして大滑降。そして次はヒマラヤだ。楽しみ方は先差万別。氷河を調査に出かけたり、動植物の研究、農業の実習

だといって海外に学問のフィールドを求める部員も多い。日大は型にはまらないオールラウンドな登山も特徴なんだ。就職…各

方面で活躍するＯＢの力を借りて一流企業に就職を決める部員も多い。 

日日本本人人初初のの北北極極点点到到達達１１９９７７８８年年  

世世界界初初ののエエベベレレスストト北北東東稜稜完完登登１１９９９９５５年年  

ネネパパーールル・・ヒヒママルルチチュュリリ南南稜稜初初登登攀攀１１９９８８６６

年年年



なぜ山に登るのか？ 
 

   １１１９９９２２２３３３年年年、、、エエエベベベレレレススストトト初初初登登登頂頂頂ををを狙狙狙ううう英英英国国国ののの登登登山山山家家家ジジジョョョーーージジジ・・・マママロロロリリリーーーががが、、、記記記者者者かかかららら「「「なななぜぜぜ山山山（（（エエエベベベレレレススストトト）））ににに登登登るるるのののかかか」」」ととと質質質問問問ををを受受受

けけけててて、、、「「「そそそこここににに山山山がががあああるるるかかかららら」」」ととと答答答えええたたた。。。質質質問問問ににに答答答えええるるるのののががが面面面倒倒倒だだだっっったたたかかかららら適適適当当当ににに答答答えええたたただだだけけけ、、、ととといいいううう説説説もももあああるるるががが真真真面面面目目目ににに答答答えええよよよ

うううとととしししたたたらららたたたいいいへへへんんんににに難難難しししいいい。。。   
   

山山山岳岳岳部部部ののの僕僕僕にににでででさささえええ「「「何何何ででで山山山ににに登登登るるるののの？？？」」」ととと友友友人人人ににに聞聞聞かかかれれれるるるここことととがががよよよくくくあああるるる。。。考考考えええてててみみみるるるととと何何何ででで登登登山山山ににに対対対しししてててだだだけけけこここののの質質質問問問ががが

待待待ちちち構構構えええててていいいるるるのののだだだろろろうううかかか？？？   恐恐恐らららくくく登登登山山山ととといいいううう行行行為為為にににつつつらららいいいととといいいうううイイイメメメーーージジジががが定定定着着着しししててていいいるるるかかからららだだだろろろううう。。。しししかかかししし、、、山山山ににに登登登るるるととときききののの

苦苦苦労労労ははは他他他のののスススポポポーーーツツツににに伴伴伴ううう苦苦苦労労労ととと大大大しししててて違違違わわわななないいいととと僕僕僕ははは思思思ううう。。。中中中学学学はははバババドドドミミミンンントトトンンン、、、高高高校校校ははは弓弓弓道道道とととそそそんんんなななににに体体体ををを鍛鍛鍛えええてててこここなななかかかっっっ

たたた僕僕僕でででももも何何何とととかかかなななっっったたた。。。特特特別別別山山山がががつつつらららくくくててて他他他ははは楽楽楽ととといいいうううわわわけけけででではははななないいいのののだだだ。。。   
   

   でででははは、、、何何何故故故登登登山山山にににそそそんんんなななイイイメメメーーージジジををを持持持っっっててていいいるるる人人人ががが多多多いいいのののだだだろろろうううかかか？？？   こここれれれははは単単単純純純ににに登登登山山山ををを知知知らららななないいいかかからららだだだととと思思思ううう。。。登登登山山山ををを知知知

るるるにににははは登登登山山山をををやややっっってててみみみるるるのののががが一一一番番番ででであああるるる。。。だだだかかからららこここれれれををを読読読んんんででで、、、少少少しししでででももも興興興味味味ををを持持持っっったたたららら連連連絡絡絡しししてててみみみててて欲欲欲しししいいい。。。実実実際際際ににに行行行っっってててみみみ

れれればばばどどどんんんなななもももんんんかかか分分分かかかるるるかかかららら。。。   
   

   山山山ののの楽楽楽しししみみみ方方方はははいいいろろろいいいろろろあああるるる。。。登登登るるる事事事自自自体体体ががが楽楽楽しししいいいととといいいううう人人人もももいいいるるるししし、、、そそそこここかかかららら見見見えええるるる景景景色色色ががが好好好きききだだだとととかかか、、、大大大自自自然然然ににに触触触れれれててていいい

るるるよよようううななな気気気ににになななれれれるるるとととかかか人人人そそそれれれぞぞぞれれれだだだろろろううう。。。登登登りりり方方方もももいいいろろろいいいろろろあああるるる。。。登登登山山山道道道ををを歩歩歩くくくのののががが一一一般般般的的的だだだががが、、、岩岩岩ののの壁壁壁ををを登登登っっったたたりりり、、、川川川ををを遡遡遡上上上

しししたたたりりり、、、凍凍凍っっったたた滝滝滝ををを登登登っっったたたりりり、、、いいいろろろいいいろろろあああるるる。。。そそそののの中中中ででで何何何をををすすするるるかかかははは自自自由由由なななのののででであああるるる。。。自自自分分分ががが一一一番番番楽楽楽しししいいいととと思思思えええるるるここことととをををすすすれれればばばいいい

いいいのののだだだ。。。楽楽楽しししくくくななないいい山山山登登登りりりをををしししてててももも仕仕仕方方方ががが無無無いいいかかかららら、、、是是是非非非新新新鮮鮮鮮なななアアアイイイデデデアアアををを持持持っっったたた新新新入入入生生生ををを迎迎迎えええててて、、、今今今まままでででよよよりりりもももっっっととと楽楽楽しししいいい事事事ををを

しししたたたいいいととと思思思ううう。。。   

主主主将将将   法法法学学学部部部３３３年年年   設設設楽楽楽琢琢琢麿麿麿   

日大山岳部の一年 
４年間、どんなに頑張っても学生の間にできる登山には限りがあります。卒業のない社会人の山岳

会ではベテラン・リーダーが指導してくれますが、学生のリーダーは３～４年の山の経験でリーダーを

とり、そして卒業してしまう宿命を持っています。山岳部では登山計画の検討は若手ＯＢで編制された

コーチ会が面倒をみますが、実際に山でリーダーをとるのは学生です。 
 

長年山岳部が培ってきた技術や知識が脈々と継承され、山の楽しみ方、危険の回避等を高いレベ

ルで実践しています。学生山岳部の最大の武器は準備と実際の登山にたくさんの時間をかけることが

できることです。社会人山岳会であれば５日間で終わる冬山山行も、学生山岳部は予備日を加えて１

０日間の日程を組むことができます。悪天時の行動や夜間まで長引く行動は基本的に行わないため、

遭難のリスクはぐっと減ります。とは言っても状況によっては厳しい局面でも行動しなくてはならない時

もあります。そのために普段からトレーニングを積んで、体力でカバーしてしまうのも学生ならではです。山岳部員はアスリー

トではありません。しかし普段からのトレーニングと勉強がとても大切で、実際の登山がとても楽しく充

実したものになります。 
 

高校時代、山岳部やワンゲル、他の運動部で体力に自信のあった新

入生でも、大学山岳部２年部員とは大きな差があります。どんな入部者も

最初の１年目は同じスタートラインに着いて基本から指導を受けます。昔

の山岳部は新入部員が１００人以上入って上級生はとても怖かったと聞

きますが、時代は代わり、毎年わずかの新入部員を大事に育てていきま

す。登山経験は問いません。 

新人合宿の初夏合宿は穂高連峰。新緑の

梓川、いつかは登ってみたい前穂屏風岩を横

目で見ながら残雪豊富な涸沢カールへ。ここ

で雪上技術の基本を学びます。まずは雪に慣

れることが目標。奥穂や前穂、北穂、槍にもア

タックできるかも。 

 

大学生の特権、長い夏休みでぐっと力が伸びます。夏山合宿は立山、剱岳等で行います。剱沢や立

山の東面カールには豊富な雪渓が残っていて１年中消えることはありません。ここにベースキャンプを

設けて雪上訓練の応用編を行い、後半は岩登りの基本を学びます。さらに継続して岩登りや沢登り、さらに東北、北海道ま

で足を延ばすこともあります。穂高や剱では他大学も合宿を行っているので、交流も楽しみで

す。 

秋山山行。紅葉の山々で縦走や岩登り、沢登りを楽しみます。下界では文化祭休み。秋山の

登山に最適な時期なのでこの休みを利用しない手はありません。 



１０月には年に一度の天幕懇親会が信州田沢温泉で行われます。学

生から戦前のＯＢまで、旅館を貸し切って深夜まで飲み明かし、翌日は

近郊のハイキングに出掛けます。新雪の北アルプスを遠望し冬山に向

けて気持ちを切り替えます。 

 

１１月は初冬合宿。冬山に向けて、雪上技術の仕上げを行います。以

前は富士山で行われていましたが、最近は安全に考慮して八方尾根から五竜岳あたりで行います。 
 

さて、我が山岳部の年間目標である冬山合宿です。年度初めにリー

ダー会で目標の山を決め、１年間積み重ねた成果を発揮する山行で

す。４年生は最後の合宿となります。剱岳、槍・穂高、表・裏銀座、白山、越後、南アルプス、東

北の山々。世界でもまれに見る気象条件の厳しい日本の冬山を克服出来ればヒマラヤの高峰

もぐっと引き寄せることになります。日大山岳部の冬山は岩より雪のルートを選ぶ傾向がありま

す。かつてから「雪の日大」と呼ばれてきました。雪上の技術はレベルが高く、他大学に負けな

い自信があります。 
 

２月、４年生が卒業し、リーダー交代が行われます。２月山行は八ヶ岳や中央アルプスなど比

較的好天に恵まれる山域でアイスクライミングや岩稜登攀を短期で楽しみます。スキーが好き

なら東北まで足を伸ばして山スキーも魅力です。 
 

春山合宿。冬山合宿を経験した１年生はすでに新人ではありま

せん。３月は豊富な積雪、好天の日が続くため、スケールの大きい

積雪期山行が可能となります。北アルプスはもちろん、南アルプ

ス、北海道の知床、大雪、日高、利尻など対象のエリアはぐっと広がります。４月の新人勧誘で

は、真っ黒に日焼けした山岳部員が新入生に声をかけていることでしょう。 

 

５月山行は新入生を加えて初心者向け山行を行う場合もありますが、主に上級生

だけで少々難度の高い登山を目指すのに最適な季節です。 
 

トレーニング 

主に自主トレです。ランニングは欠かせません。１１月に皇居で大学対抗の日本山

岳会学生部マラソン大会が行われます。各大学山岳部の名誉をかけてがんばりま

す。日大は個人戦３連覇中 

準備会 

各合宿の前には登山勉強会が開かれます。「目的と意義」、「地形と概念」、「リーダーシップ・メンバーシップ」、「生活技

術」、「ファーストエイド」、「岩登り技術」、「雪渓（氷雪）技術」、「山の気象」、「雪崩」。その他目的に応じて「スキー技術」、「沢

登り技術」等。頭に詰め込みます。 
 

登山の費用 

合宿の交通費、共同装備購入、事務費は大部分部費から出費します。個人装備、個人山行の交通費等は自己負担とな

ります。他大学の山岳部に比べると最も恵まれていると言われています。 
 

ＯB 会と海外遠征 

１９２４年創部。卒業生４２０名（物故者含む）、ＯＢ数２５０名。若手ＯＢからなるコーチ会が学生の指導を担当します。主な

海外遠征は、1962 ネパール・ムクトヒマール（ホングデ峰初登頂）、1965/66 第１・２次グリーンランド、1967 スピッツベルゲ

ン、1968 第３次グリーンランド横断、1969 東グリーンランド、1970 ネパール・シタ・ツツラ初登頂、1974 ヤルンカン、1974 マッ

キンリー、1978 北極点、1978 アラスカ・マーカスベーカー、1981 ネパール・ヒマルチュリ、1985 ネパール・クスムカン、1986 ヒ

マルチュリ南稜初登攀、1990 ネパール・アイランドピーク、1994 マッキンリー、1994 チョーオユー、1995 エベレスト北東稜初

登攀、2000 ネパール・メラピーク、2004 中国チベット・クーラカンリ等。その他、個人的な海外登山もたくさんあります。 

 

日大山岳部の登山技術と遭難対策 
雪の日大 

 積雪期登山を数多く経験することで、卒業時にはりっぱなアルピニストとなって、国内はもとより、海外のどんな山でも挑む

力がついていることでしょう。アイゼン・ワーク、ピッケル・ワーク、スタカット登攀、コンティニアス登攀、タイトロープ（ショートロ

ープ）技術、アイスクライミング．．．。天候を読むことも重要な技術です。西高東低気圧配置、二つ玉低気圧、移動性高気

圧、爆弾低気圧．．．。さらに冬山には雪崩のリスクが伴います。雪崩ビーコン、スノー・シャベル、ゾンデ棒（プローブ）これら

３点は全員各自で携帯し、山行前には雪崩捜索訓練を反復練習します。学生の山行中、ＯＢは万一に備え待機します。 



 

山登りは体力に自信のある、いかつい男たちのものだと思っていませんか？ しかしアウトドアは細分化され、様々な楽し

み方ができるようになってきました。フリークライミングは定着し、専門の部員もいます。パウダーを求めてバックカントリース

キーも増えています。自然が好きで、山登りに少しは興味のあるあなた。4 年という限られた時間を山岳部で過ごし、“何か”

を手に入れてみませんか？ 女性部員、マネージャももちろん歓迎です。下記にアクセスしてください。 

E-Mail info@nualpine.com  HP http://www.nualpine.com/ TEL 090-5764-6290 設楽（しだら）まで

部室 

都営三田線「千石駅」徒歩５分に日大山岳

部部室があります。山岳部ＯＢ所有アパート

の一室です。装備棚、書庫に囲まれ、会議テ

ーブル、パソコン他、フリークライミング・ボー

ドが備えられています。光ケーブルが入って

いるのでインターネットも使えます。宿泊も可

能。 

 

〒112-0011 

東京都文京区千石１－１６－８ 

 （錦輝堂書店の裏）  

 

 

ロープワークをおぼえよう！ 
 

雪崩対策装備を携帯しよう！
 

アバランチ・ビーコン 

 
 

ソンデ棒（フローブ） 

 
 

スノー・シャベル 

 

 

ムンターヒッチ 

８の字結び 

クローブヒッチ ダブルフィッシャーマンノット


